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アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）

環境学部
環境学部では、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーを踏まえ、環境学に関する
知識と技能に深い関心を持ち、その課題発見と解決の意欲に溢れ、人間力豊かな「グ
リーン人材」を養成するために、次のような入学者を求めています。
〈基礎的・基本的な知識・技能〉
■環境学を学ぶ上で必要な「数学」「理科」「英語」「国語」「地理歴史、公民」などの基
礎科目について、高等学校の基礎的・基本的な知識を有し、主体的な学修に意欲を
持つ人。

〈思考力・判断力・表現力等の能力〉
■環境学を志向し、物事を多面的に思考して判断した上で、自分の考えを論理的に表現
し、他者に伝える能力を持つ人。

〈主体性を持ち多様な人々と協働して学ぶ態度〉
■自然環境及び社会環境における様々な問題に関心を持ち、未知の課題に対応するた
めに、主体的に他者と協働しながら、身に付けた知識を活かしていきたいという意欲を
持つ人。
●入学者選抜の方針
環境学部では、上記に示す人材を選抜することを目的とし、次の入学者選抜制度を設け
ています。

■総合型選抜（学科課題型）では、基礎力を測る適性検査、調査書、学科課題及び
面接により、環境学分野における能力、意欲及び適性を多面的かつ総合的に評価
します。
■総合型選抜（自己推薦型）では、基礎力を測る適性検査及び面接により、環境学分野
における能力、意欲及び適性を多面的かつ総合的に評価します。
■学校推薦型選抜（指定校制）では、基礎力を測る適性検査、調査書及び面接により、
技術を学びたいという具体的かつ強い意志を総合的に評価します。
■学校推薦型選抜（公募制）及び学校推薦型選抜（女子特別選抜）では、適性検査に
より基本的な学力を評価するとともに、調査書により、学びたい意志を示す活動実績を
評価します。
■一般選抜（Ａ日程及びＢ日程・3教科型）では、記述式を含む学力試験により環境学を
学ぶ上で必要な基礎科目の学力を評価します。
■一般選抜（B日程・総合問題型）では、記述式総合問題により技術を学ぶ上で必要な科
学的能力を評価するとともに、面接により、環境学を学びたいという具体的かつ強い意志
を評価します。
■大学入学共通テスト利用選抜では、大学入学共通テストの成績により環境学を学ぶ
上で必要な基礎科目の学力を評価します。

情報学部
情報学部では、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーを踏まえ、情報学に関する
知識と技能に深い関心を持ち、その課題発見と解決の意欲に溢れ、人間力豊かな「デジ
タル人材」を養成するために、次のような入学者を求めています。
〈基礎的・基本的な知識・技能〉
■情報学を学ぶ上で必要な「数学」「理科」「英語」「国語」「地理歴史、公民」などの基
礎科目について、高等学校の基礎的・基本的な知識を有し、主体的な学修に意欲を
持つ人。

〈思考力・判断力・表現力等の能力〉
■情報学を志向し、物事を多面的に思考して判断した上で、自分の考えを論理的に表現
し、他者に伝える能力を持つ人。

〈主体性を持ち多様な人々と協働して学ぶ態度〉
■地域社会や国際社会における様々な問題に関心を持ち、未知の課題に対応するため
に、主体的に他者と協働しながら、身に付けた知識を活かしていきたいという意欲を持
つ人。
●入学者選抜の方針
情報学部では、上記に示す人材を選抜することを目的とし、次の入学者選抜制度を設け
ています。

■総合型選抜（学科課題型）では、基礎力を測る適性検査、調査書、学科課題及び面接
により、情報学分野における能力、意欲及び適性を多面的かつ総合的に評価します。
■総合型選抜（自己推薦型）では、基礎力を測る適性検査及び面接により、情報学分野
における能力、意欲及び適性を多面的かつ総合的に評価します。
■学校推薦型選抜（指定校制）では、基礎力を測る適性検査、調査書及び面接により、
技術を学びたいという具体的かつ強い意志を総合的に評価します。
■学校推薦型選抜（公募制）及び学校推薦型選抜（女子特別選抜）では、適性検査に
より基本的な学力を評価するとともに、調査書により、学びたい意志を示す活動実績を
評価します。
■一般選抜（Ａ日程及びＢ日程・3教科型）では、記述式を含む学力試験により情報学を
学ぶ上で必要な基礎科目の学力を評価します。
■一般選抜（B日程・総合問題型）では、記述式総合問題により技術を学ぶ上で必要な科
学的能力を評価するとともに、面接により、情報学を学びたいという具体的かつ強い意志
を評価します。
■大学入学共通テスト利用選抜では、大学入学共通テストの成績により情報学を学ぶ
上で必要な基礎科目の学力を評価します。

工 学 部
工学部では、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーを踏まえ、工学に関する知識
と技能に深い関心を持ち、その課題発見と解決の意欲に溢れ、人間力豊かな「ものづく
り人材」を養成するために、次のような入学者を求めています。
〈基礎的・基本的な知識・技能〉
■工学を学ぶ上で必要な「数学」「理科」「英語」などの基礎科目について、高等学校の
基礎的・基本的な知識を有し、主体的な学修に意欲を持つ人。

〈思考力・判断力・表現力等の能力〉
■工学を志向し、物事を多面的に思考して判断した上で、自分の考えを論理的に表現
し、他者に伝える能力を持つ人。

〈主体性を持ち多様な人々と協働して学ぶ態度〉
■工学技術における様々な問題に関心を持ち、未知の課題に対応するために、主体的
に他者と協働しながら、身に付けた知識を活かしていきたいという意欲を持つ人。
●入学者選抜の方針
工学部では、上記に示す人材を選抜することを目的とし、次の入学者選抜制度を設けて
います。

■総合型選抜（学科課題型）では、基礎力を測る適性検査、調査書、学科課題及び面
接により、工学分野における能力、意欲及び適性を多面的かつ総合的に評価します。
■総合型選抜（自己推薦型）では、基礎力を測る適性検査及び面接により、工学分野に
おける能力、意欲及び適性を多面的かつ総合的に評価します。
■学校推薦型選抜（指定校制）では、基礎力を測る適性検査、調査書及び面接により、
技術を学びたいという具体的かつ強い意志を総合的に評価します。
■学校推薦型選抜（公募制）及び学校推薦型選抜（女子特別選抜）では、適性検査に
より基本的な学力を評価するとともに、調査書により、学びたい意志を示す活動実績を
評価します。
■一般選抜（A日程及びＢ日程・3教科型）では、記述式を含む学力試験により工学を学
ぶ上で必要な基礎科目の学力を評価します。
■一般選抜（B日程・総合問題型）では、記述式総合問題により技術を学ぶ上で必要な科
学的能力を評価するとともに、面接により、工学を学びたいという具体的かつ強い意志を
評価します。
■大学入学共通テスト利用選抜では、大学入学共通テストの成績により工学を学ぶ上
で必要な基礎科目の学力を評価します。

大　　学
広島工業大学は、建学の精神「教育は愛なり」及び教育方針「常に神と共に歩み社会
に奉仕する」に基づき、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに沿った教育を受
けるために必要な資質・能力を備えた学生を受け入れます。本学の特色ある教育及び研

究を通じて、未来を創造する意欲と豊かな人間性を持ち、社会を牽引する倫理観を備え
た技術系人材へと成長することを目指し、主体的かつ能動的に行動できる学生を積極的
に求めています。

※ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）

出願の流れとポイント

・学校で用意をしてもらう書類の発行には、時間がかかる場合があります。早めに準備してください。
詳しくは、「提出書類（P.20-21）」をご覧ください。
・提出書類に不備があるものは受理できません。

①提出書類の準備

②インターネット出願登録

・簡易書留の速達で郵送してください。出願期間最終日の消印有効です。
③提出書類の郵送

・出願手続き完了者には試験日の3日前に受験ポータルサイト「UCARO」にて受験情報を掲載します。
※受験票の郵送は行いません。

・次の受験情報をよく確認し、出願内容と異なる場合には、速やかに本学に連絡してください。
出願時に登録した受験日及び試験地以外では、いかなる理由があっても受験できません。
　　受験学科　／　氏名　／　フリガナ　／　選抜方式　／　受験日　／　試験地　／　受験科目
・受験情報には試験当日に必要な座席番号等が記載されています。
試験会場にてスマートフォン等で確認できない場合は、あらかじめ受験情報ページを印刷いただくなどしてご持参ください。

④受験情報の確認

出願完了

・試験日程一覧の中から、出願する入学者選抜
を選択し、 出願する から手続きに進んでくだ
さい。

1.出願する入学者選抜方式を選択

・志望学科、受験科目、試験日、試験地、（併願学
科）を選択します。

3.志望情報の入力

・顔写真データをアップロードしてください。
切り取りや角度の調整など写真の編集も可能
です。

6.必要書類の確認

4.個人情報の入力

5.出願内容の確認

・クレジットカード、コンビ二、Pay-easy対応
ATM、ネットバンキングが選択できます。
・入学検定料支払い前（クレジットカードの場合
は決済前）であれば登録内容の変更が可能
です。
・支払期限は出願期間最終日19時です。

7.入学検定料の支払い

・メールアドレスが必要です。
・「UCARO」登録済みの場合は、ログインしてく
ださい。

2.受験ポータルサイト「UCARO」へ個人
　情報を登録

出願登録完了

・出願登録期限は出願期間最終日17時です。


